
交付運用報告書

■当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を電磁的方法によりご提供することを定めており、以下の手順で閲覧、ダウンロー
ドいただけます。「運用報告書（全体版）」は受益者の方からのご請求により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社へお問い合わせください。

「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法
1．上記のURLにアクセス　　 2．「さくっと検索」にファンド名を入力　　 3．「目論見書レポート」を選択　　 4．「運用報告書（全体版）」を選択

東京都千代田区丸の内一丁目9番1号
http://www.daiwa-am.co.jp/

運用報告書に関するお問い合わせ先
コールセンター  受付時間  9：00〜17：00（営業日のみ）
0120－106212

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

作成対象期間(2016年９月16日～2017年３月15日)

ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン
（毎月分配型）

< >3011

追加型投信／国内／不動産投信(リート)／インデックス型
日経新聞掲載名：Ｊリート毎月

第146期 2016年10月17日決算 第149期 2017年１月16日決算
第147期 2016年11月15日決算 第150期 2017年２月15日決算
第148期 2016年12月15日決算 第151期 2017年３月15日決算

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上
げます。
　当ファンドは、わが国のリート（不動産投資信
託）に投資し、東京証券取引所が算出・公表する
「東証ＲＥＩＴ指数」（配当込み）に連動する投
資成果をめざしております。当作成対象期間につ
きましてもそれに沿った運用を行ないました。こ
こに、運用状況をご報告申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願
い申し上げます。

第151期末 基 準 価 額 6,386円
純 資 産 総 額 246,124百万円

第146期〜第151期 騰 落 率 △0.2％
分 配 金 合 計 480円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして
計算したものです。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型）

運用経過
基準価額等の推移について

（注）ベンチマークは、第145期末の基準価額をもとに指数化したものです。

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す
ものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファンドの購入価額により異
なります。

＊ベンチマークは、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）です。
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基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸） 純資産総額（右軸）

■基準価額・騰落率
第146期首：6,882円
第151期末：6,386円（既払分配金480円）
騰 落 率：△0.2％（分配金再投資ベース）

■基準価額の主な変動要因
　東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動した投資成果をめざした運用を行なった結果、国内長期
金利動向の影響を受けた動きとなりましたが、第151期末の基準価額は第146期首比でほぼ横ばいの水
準となりました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型）

１万口当りの費用の明細

項 目
第146期～第151期

（2016.９.16～2017.３.15） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 26円 0.385％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は6,660円です。

（投 信 会 社） （10） （0.155） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目
論見書・運用報告書の作成等の対価

（販 売 会 社） （12） （0.187） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （3） （0.042） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 0 0.000 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先 物） （0） （0.000）

（投資信託証券） （0） （0.000）

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0.000 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （0） （0.000） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 26 0.385
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した

結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のう
ち、このファンドに対応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）比率欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型）

最近５年間の基準価額等の推移について

（注）ベンチマークは、2012年３月15日の基準価額をもとに指数化したものです。
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決算日

2014年３月17日
決算日

2015年３月16日
決算日

2016年３月15日
決算日

2017年３月15日
決算日

基準価額（分配落） （円） 5,601 7,891 6,940 8,104 7,514 6,386
期間分配金合計（税込み） （円） ― 720 720 720 940 960
分配金再投資基準価額の騰落率（％） ― 60.1 △2.6 28.2 5.4 △2.3
東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）騰落率（％） ― 63.9 △1.8 29.8 6.2 △1.7
純資産総額 （百万円） 14,372 86,752 112,502 144,768 188,178 246,124
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ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型）

投資環境について� (2016.９.16～2017.３.15)

■国内リート市況
　国内リート市況は、第146期首より、米国の金利引き上げ観測の高まりや国内長期金利の上昇などが
嫌気されて、緩やかに下落して始まりました。2016年11月の米国大統領選挙後は、米国金利の上昇に
伴う国内長期金利の上昇を受けて急落しましたが、日銀が指値オペを実施して過度な金利上昇を抑制す
る姿勢を示したことや、大手オフィス銘柄が決算発表において堅調な業績見通しを明らかにしたことな
どが好感されて上昇に転じました。2017年に入ると、エクイティ・ファイナンスが需給面での重しと
なったことや、１月末に日銀による国債買入オペをめぐる思惑で長期金利が上昇したこともあり上値の
重い展開となり、第151期末にかけて長期金利の変動に影響を受けて一進一退の動きとなりました。

前作成期間末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド」の受益証券組入比率は高位を維持します。
■ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド

　当ファンドの運用の基本方針に基づき、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動した投資成果を
めざした運用を継続してまいります。

ポートフォリオについて� (2016.９.16～2017.３.15)

■当ファンド
　国内リートへの投資は、「ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド」の受益証券を組み入れることによっ
て行ないました。
■ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド

　東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きを反映した投資成果をめざして、おおむね時価総額構成比に基
づいたポートフォリオを構築しました。リート実質組入比率（不動産投信指数先物含む。）については、
当作成期間を通じて99～100％程度としました。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型）

ベンチマークとの差異について

　以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。
　当作成期間のベンチマーク（東証ＲＥＩＴ指数（配当込み））の騰落率は0.2％となりました。一方、
当ファンドの騰落率は△0.2％（分配金再投資ベース）となりました。
　ポートフォリオの騰落率と東証ＲＥＩＴ指数の騰落率の違い、先物取引の影響、信託報酬、売買等のコ
ストが控除されたことが差異の要因となりました。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型）

分配金について

　第146期から第151期の１万口当り分配金（税込み）はそれぞれ80円といたしました。
　収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（１万口当り）」をご参照ください。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
第146期 第147期 第148期 第149期 第150期 第151期

2016年９月16日
～2016年10月17日

2016年10月18日
～2016年11月15日

2016年11月16日
～2016年12月15日

2016年12月16日
～2017年１月16日

2017年１月17日
～2017年２月15日

2017年２月16日
～2017年３月15日

当期分配金（税込み） （円） 80 80 80 80 80 80
対基準価額比率 （％） 1.18 1.23 1.20 1.19 1.22 1.24
当期の収益 （円） 9 6 16 27 11 28
当期の収益以外 （円） 70 73 63 52 68 51

翌期繰越分配対象額 （円） 8,170 8,096 8,034 7,983 7,915 7,865
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整

金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。
（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。
（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（１万口当り）
項 目 第146期 第147期 第148期 第149期 第150期 第151期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 9.60円 6.66円 16.67円 27.95円 11.90円 28.48円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
(ｃ) 収益調整金 8,240.41 8,170.23 8,097.40 8,035.45 7,984.08 7,916.70
(ｄ) 分配準備積立金 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 8,250.02 8,176.90 8,114.08 8,063.41 7,995.99 7,945.19
(ｆ) 分配金 80.00 80.00 80.00 80.00 80.00 80.00
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 8,170.02 8,096.90 8,034.08 7,983.41 7,915.99 7,865.19

（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

今後の運用方針
■当ファンド

引き続き「ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド」の受益証券組入比率は高位を維持します。
■ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド

　引き続き、当ファンドの運用の基本方針に基づき、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動した
投資成果をめざした運用を継続してまいります。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型）

当ファンドの概要
商 品 分 類 追加型投信／国内／不動産投信（リート）／インデックス型
信 託 期 間 無期限

運 用 方 針 東京証券取引所が算出・公表する「東証ＲＥＩＴ指数」（配当込み、以下同じ。）に連動する投資成果をめざして運用を行ないま
す。

主 要 投 資 対 象
ベビーファンド ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンドの受益証券
ダイワＪ－ＲＥＩＴ
マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。）の不動産投資信託の受益証券および不動産投資法人
の投資証券

マザーファンド
の 運 用 方 法

①東京証券取引所が算出・公表する「東証ＲＥＩＴ指数」に連動する投資成果をめざして運用を行ないます。
②投資成果を「東証ＲＥＩＴ指数」の動きにできるだけ連動させるため、組入銘柄は「東証ＲＥＩＴ指数」の構成銘柄（採用予定
を含みます。）とし、組入比率を高位に保ちます。
③運用の効率化を図るため、不動産投信指数先物取引を利用することがあります。このため、不動産投資信託証券の組入総額と不
動産投信指数先物取引の買建玉の時価総額の合計額が、信託財産の純資産総額を超えることがあります。

分 配 方 針 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、原則として、安定した分配を継続的に行なうこ
とを目標に分配金額を決定します。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベビーファンド（当ファン
ド）とし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマザーファンドで行なう仕組みです。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型）

代表的な資産クラスとの騰落率の比較

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最 大 値 70.1 65.0 65.7 47.4 9.3 34.9 43.7
平 均 値 18.8 16.3 18.6 7.2 3.1 9.0 5.3
最 小 値 △8.6 △22.0 △17.5 △27.4 △0.2 △12.3 △17.4

上記の図表は、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したもので、過去５年間における年間騰落率（各月末における直近１
年間の騰落率）の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示しています。
※各資産クラスは、ファンドの投資対象を表しているものではありません。
※ファンドの年間騰落率は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額に基づいて計算

した年間騰落率とは異なる場合があります。
※資産クラスについて
日本株…………東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）
先進国株………ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株………ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債………ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債………シティ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債………ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイド（円ベース）

※指数について
●ＴＯＰＩＸは東証が算出・公表し、指数値、商標など一切の権利は株式会社東京証券取引所が所有しています。●ＭＳＣＩコクサイ・インデックス
およびＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩ Inc.が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権
利はＭＳＣＩ Inc.に帰属します。またＭＳＣＩ Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。●ＮＯＭＵＲＡ－Ｂ
ＰＩ国債は、野村證券株式会社が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構
成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをもとに算出されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的財産権とその他一切の権利は野村證券株式会
社に帰属しています。また、同社は当該指数の正確性、完全性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いませ
ん。●シティ世界国債インデックスは、Citigroup Index LLCが開発したインデックスです。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利は
同社に帰属します。●ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性
が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J.P. Morganはその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用して
います。J.P. Morganからの書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016, J.P. Morgan 
Chase & Co. All rights reserved.
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-25.0
0.0
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100.0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（％） （2012年３月～2017年２月）

最大値
平均値
最小値
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ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型）

ファンドデータ
当ファンドの組入資産の内容

■組入ファンド等
比 率

ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド 99.9％
その他 0.1

（注１）上記データは2017年３月15日現在のものです。
（注２）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注３）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
※当ファンドは、上記組入ファンドを通じて実質的な運用を行なっています。組入資産の内容については、次ページの「組入上位ファンドの概要」をご参照ください。

純資産等

項 目 第146期末 第147期末 第148期末 第149期末 第150期末 第151期末
2016年10月17日 2016年11月15日 2016年12月15日 2017年１月16日 2017年２月15日 2017年３月15日

純資産総額 209,946,624,624円 205,214,013,059円 219,442,659,105円 238,197,854,948円 244,287,438,825円 246,124,658,147円
受益権総口数 314,378,927,318口 320,503,567,575口 334,208,160,307口 357,090,951,413口 376,312,028,204口 385,396,949,621口
１万口当り基準価額 6,678円 6,403円 6,566円 6,671円 6,492円 6,386円
＊当作成期間（第146期～第151期）中における追加設定元本額は114,336,130,110円、同解約元本額は35,454,263,541円です。

その他
0.1％

マザーファンド
99.9％

■資産別配分
その他
0.1％

日本
99.9％

■国別配分

日本・円
100.0％

■通貨別配分
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ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型）

組入上位ファンドの概要

◆ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド（計算期間　2016年９月16日～2017年３月15日）

（注１）基準価額の推移、１万口当りの費用の明細は組入ファンドの直近の計算期間のものです。
（注２）１万口当りの費用の明細における費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

費用の項目および算出法については２ページ（１万口当りの費用の明細の項目の概要）をご参照ください。また、円未満を四捨五入してあります。
（注３）組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注４）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
（注５）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊計算期間の運用経過、組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

その他
0.0％

国内不動産投信指数先物
1.3％

国内リート
98.6％

■資産別配分
その他
0.0％

日本
100.0％

■国別配分

日本・円
100.0％

■通貨別配分

■上位10銘柄
銘柄名 比率

日本ビルファンド 7.3％
ジャパンリアルエステイト 6.9
野村不動産マスターＦ 6.0
日本リテールファンド 5.2
ユナイテッド・アーバン投資法人 4.6
オリックス不動産投資 4.0
日本プロロジスリート 3.7
大和ハウスリート投資法人 3.5
アドバンス・レジデンス 3.5
日本プライムリアルティ 3.4

組入銘柄数 57銘柄

■１万口当りの費用の明細
項 目

売買委託手数料 0円
（先物） （0）
（投資信託証券） （0）
有価証券取引税 ―
その他費用 ―

合 計 0

23,000
23,500
24,000
24,500
25,000
25,500
26,000

（2017.３.15）（2016.９.15）

（円）
■基準価額の推移
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